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イスラエルの空爆はベイルートの住宅地を標的にした。(Photo: via social media) 

 

主要事項 

 ＊ヒズボラはイスラエル北部のガリラヤ・フィンガーにあるマトラ基地、及びケラ兵舎にある防空システムを

カチューシャ・ロケットで攻撃したと発表した。 

 ＊レバノン保健省によると、イスラエルのベイルート南部への爆撃のために１４人が死亡し、６６人が負傷

し、そのうち９人が危篤状態である。 

 ＊イスラエル軍のヌセイラト難民キャンプ西部の民家への爆撃でパレスチナ人８人が死亡し、負傷者も出た。

イスラエル軍はガザの他の場所も攻撃し、さらに多くの死者と負傷者が出た。 

 ＊ガザ保健省によると、１０月７日から続いているイスラエルのガザ・ジェノサイドで死んだパレスチナ人は

４１，２７２人、負傷者は９５，５５１人となった。 

 

最新情報 

９月２１日 ０２：００am 

 ＊メディア報道：国連安保理はレバノンでの通信機器爆発テロとイスラエル軍のベイルート南部郊外への爆撃

を受け、緊張がエスカレートしていることを警告し、関係者に自制を呼びかけた。 

 ＊ハマス：我々は９月２０日夜のイスラエルのベイルート南部への空爆で死亡した軍上級司令官でハマス機構

運用体制の長であったイブラヒム・アキールを追悼する。 

 ＊レバノン・メディア：レバノンのアブダラ・ブハビブ外務相がイスラエルのレバノン攻撃が続けば、前例の

ない大きな地域戦争に発展する恐れがある。 

 ＊イラン・メディア：イランの国連大使アミール・サイード・イラヴァニは、イスラエルは超えてはならない

一線を越えた、イランは駐レバノンイラン大使を攻撃したイスラエルを必ず懲罰する、と言った。 

 ＊イラク・ヒズボラ（別名カタイブ・ヒズボラまたはイラクのヒズボラ旅団）：我々は２０日明け方にイスラエ

ルのシリア爆撃で死亡した安全保障顧問のアブ・ハイダル・カファジを追悼する。 

９月２１日 １２：００am 

 ＊ヒズボラ（アル・ジャジーラ取材の中で）：我々は偉大な指導者イブラヒム・アキールの殉教に関して、我が

民族を慰める。 

 ＊アル・ジャジーラ：イスラエル軍は南レバノンの町ハニンを攻撃した。 

 ＊ポリティコ・ニュース（「米政府高官の言葉として）：最近のイスラエル軍の行動はヒズボラの戦闘能力を弱

めるために、これまでより大掛かりな軍事行動の開始に踏み切ったことを示している。 



 ＊カン（情報筋を引用）：現在進行している安全保障協議では、北部地域で軍事的手段を強化させる可能性を検

討している。 

 ＊パレスチナ・メディア：イスラエル軍はハーン・ユーニス南部のバトン・アッサメーン地区の住宅アパート

を爆撃し、多くの死傷者を出した。 

 ＊レバノン外務省：国連安保理がイスラエルに軍事侵攻とすべての前線での戦争を止めさせるか、それともイ

スラエルがレバノンで大爆発をやったというのは我々の嘘証言として片づけるのか、そのどちらかだ。イスラエ

ルにいつまでも責任逃れと懲罰逃れを許してはならない。イスラエルがこれまで刈り取ったのは失望と失敗だけ

である。イスラエルは北部の避難民を武力で元へ戻すことはできないこと、攻撃を拡大すればまだ避難していな

い国民も避難民になることを、イスラエルは知るべきだ。 

 ＊ロシア安保理代表： レバノンでイスラエルがやったことは重大な国際法違反で、あのテロ行為を行った者は

中東戦争を引き起こそうとしているのだ。 

 ＊アル・マヤディーン：イラク西部のアイン・アル・アサド基地付近で爆発音がした。 

９月２０日 １１：００ｐｍ 

 ＊アル・ジャジーラ：イスラエルの攻撃で７階建てのビルが完全崩壊した。二発の追加的ミサイルが二つの建

物の間の共有ガレージを標的にして、ガレージを貫いて人々の集会の場に届いた。さらに４～６発のミサイルが

撃ち込まれ、建物の地下２階を破壊した。 

 ＊アルジェリア安保理代表：我々はイスラエルのレバノン攻撃を非難する。 

 ＊ヒズボラ：我々はクファル・シュバ丘陵のサマカ基地をミサイル攻撃した。 

 ＊国連事務次長：事態がこのまま続けば、過去になかったような破壊的な中東大戦争に発展するだろう。 

 ＊チャンネル１３：治安機関の推定では、現在のイスラエルの攻撃に対し、近い将来にヒズボラが強力な仕返

しをするだろう。 

 ＊イラン外務省：我々はシオニスト国のベイルートの住宅へのテロ攻撃を厳しく非難する。シオニスト国は停

戦を拒否し、緊張を高め、対立をますます拡大させている。 

 ＊デイリー・テレグラフ：ヒズボラとイスラエルの間の緊張が全面戦争にエスカレートすることに備えて、イ

ギリス政府は自国民をレバノンから空路で避難させる準備をしている。 

 ＊米国高官（アル・ジャジーラの取材で）：我々はイスラエルとヒズボラの間の緊張のエスカレートを心配して

いる。判断ミスからとんでもない事態になることを恐れている。 

 ＊レバノン保健省：ベイルートの死者数は１４人となった。しかし、まだ多くの人が瓦礫に下に埋もれてい

る。 

 ＊アル・アクサTV：イスラエル軍はラファ市北東部のダール・アル・ファディーラ学校付近を３回攻撃した。 

 ＊チャンネル１３：ネタニヤフ首相は、ベイルート攻撃後の状況を査定するために、大臣、軍指導者、治安関

係指導者たちと臨時電話協議を行った。 

 ＊マクロン：マクロン仏大統領は、ネタニヤフとの電話会談の中で、イスラエルが中東地域戦争を誘発してい

ると批判した。 

９月２０日 ９：３０ｐｍ 

 ＊レバノン治安当局筋（アル・ジャジーラの取材で）：イスラエルが攻撃標的とした会議には２０人以上のラド

ワン部隊幹部がいた1。  

 ＊イラン：ハマスの指導者イスマーイール・ハニーヤ殺害をイラン領内で殺害したシオニスト政権への報復を

近いうちに行う。 

 ＊米国防総省：米国防総省は空母とフリゲート艦の連隊を地中海東部に派遣すると発表した。 

 ＊フーシ派政治局員：我々はガザのレジスタンスを支援すると同時にレバノンのレジスタンスと共闘する用意

がある。 

 ＊米国防総省：オースティン国防長官は米国のイスラエルの安全保障への義務は固く、恒久的で、ゆるぎない

ものと再確認した。 

９月２０日 ８：３０ｐｍ 

 ＊イランの国連特使：安保理は中東地域におけるイスラエルの犯罪行為をとめるべく断固たる措置を講じるべ

きだ。 

 
1 ラドワン部隊はイブラヒム・アキール司令官が率いるヒズボラの精鋭部隊。イスラエル軍が「アキール司令官に標的を

絞った空爆」を実施、レバノン保健省はすくなくとも１４人が死亡、６６人が負傷したが、死者数はさらに増える見通

しと発表した。 



 ＊CNN（イスラエル国連代表部の言葉として）：我々はレバノンとの対立を解決する外交的窓口は閉じられたと

国連安保理に通告する。 

 ＊レバノン常駐の国連コーディネーター：イスラエルのベイルート南部攻撃は懸念すべき戦争エスカレートを

招く。 

 ＊ガラント国防相：我々は目標を達成するまで北部での軍事作戦を続ける。 

      ＊ヘルジ・ハレヴィ国防軍参謀総長：我々はヒズボラの指導者を処分した。我々はイスラエル国民の安全を脅

かす者は誰であれ処分するであろう。 

 ＊アルジャジーラ:ヒズボラの作戦責任者イブラヒム・アキール氏も、イスラエルの襲撃の標的になった一人

だ。 

＊マアリブ：ヒズボラ指導者のイブラヒム・アキールは数日前の無線通話機器爆発の怪我の治療を終え。今朝

ベイルートの病院を退院した。 

 ＊チャンネル１２：今日２００発以上のロケットがレバノンからイスラエルへ発射された。 

９月２０日 ７：３０ｐｍ 

 ＊レバノン保健省：ベイルート南部へのイスラエル攻撃による死者数は現時点では１２人で、負傷者は６６人

で、そのうち９人が危篤状態である。 

 ＊パレスチナ・メディア：イスラエル軍の無人機がヌセイラト北部の第５難民キャンプの自動車を攻撃して怪

我人が出た。 

 ＊タスニム通信2：イスラエルのベイルート南部のダーヒヤ空爆でわが国のクッズ部隊副司令官のムハンマド・

レザ・ファラハザダ准将が死んだとイスラエル・メディアが報道したが、我々はそれを否定する。 

 ＊アル・マヤディーン：イスラエル無人機がガザ市南東部アル・ザイトゥーン地区のサラハ・アル・ディーン

通りに沿って多くの爆弾を落とした。 

 ＊フーシ派報道官：我々は好戦的イスラエルのベイルート南部郊外への空爆を強く非難し、イエメンがレバノ

ンと連帯していることを再確認する。残忍な通信機爆発テロに続いて行ったベイルート空爆は、中東地域の人民

が立ち上がって、見境なく戦争をする犯罪国家に立ち向かう必要を喚起した。 

９月２０日 ６：３０ｐｍ 

 ＊イスラエル軍：ナハル旅団の第５０大隊の兵士一人がガザ南部の戦闘で重傷を負った。 

 ＊アクシオス（イスラエル政府高官の言葉として）：イスラエルは北部国境状況の解決は戦争エスカレート以外

にはないという結論に達した。 

 ＊アル・マヤディーン：イスラエルに占領されたガリラヤ西部のシュロミ入植地評議会の会長は住民にシェル

ターから出るなと指示した。 

 ＊レバノン保健省：イスラエルのベイルート南部への空爆の現時点で判明している犠牲者は死者９人、負傷者

５９人である。 

 ＊アル・マヤディーン：イスラエルのベイルート南部郊外への空爆で数十台の自動車やたくさんの店舗が破壊

された。瓦礫の下敷きになった人の救助や行方不明の人を見つけるために、救急隊や市民防衛隊が苦労してい

る。 

 ＊パレスチナメディア ：イスラエルの空襲は、ガザ地区北部のガザシティの西にあるアル・マカーシ地区を標

的にした。 

＊アル・マヤディーン：子供3人と女性3人を含む13人のパレスチナ人が、ラファ市の北にあるムスバーフ地区の

2軒の家を標的にしたイスラエル軍の砲撃で死亡した。 

＊イスラエル・メディア：ロケット着弾のために、「アイイェレト・ハシャハール」キブツのハイウェイ９０号

の北行き路線は閉鎖されている。 

 ＊イスラエル・メディア（アル・マヤディーンより引用）：イスラエル国中央部の多くの市でシェルターが開設

された。 

９月２０日 ５：３０ｐｍ 

 ＊レバノン保健省：イスラエルのベイルート空爆の被害者の初回調査では死者８人、怪我人５９人。 

 ＊チャンネル１３：今朝から今までにレバノンからイスラエルへむけて発射されたロケットは１７０発になっ

た。 

 ＊ヒズボラ：我々は、我々の指導者殺害に責任があるミシャール基地の情報本部を、カチューシャ・ロケット

で攻撃した。 

 
2 イラン革命防衛隊と近い半官的通信社。 



 ＊ＷＡＬＬＡ（イスラエル政府高官の言葉として）：イスラエルはベイルート南部郊外への爆撃を事前に相談せ

ず、事後に連絡した。 

 ＊レバノン市民防衛隊：イスラエルの爆撃のためにベイルート南部郊外のジャームース地区で住宅ビル二棟が

倒壊した。 

 ＊イスラエル政府高官（イスラエル軍ラジオ放送で）：ベイルート爆撃の標的はイブラヒム・アキールだった

が、彼を殺害できたかどうかは不明である。 

９月２０日 ４：３０ｐｍ 

 ＊アル・マヤディーン：イスラエル軍戦闘機はベイルート南部の郊外のアル・カーイム地区の住宅アパートに

４発のミサイルを撃ち込んだ。 

 ＊レバノン通信社：イスラエルのベイルート攻撃で少なくとも５人の子どもが死んだ。 

 ＊WALLA：最初の推定によると、イスラエルはヒズボラ指導者の会議を標的にしたベイルート攻撃だった。 

 ＊イスラエル・メディア：ベイルート南部郊外への攻撃はヒズボラの特殊部隊の司令官で聖戦会議のメンバー

のイブラヒム・アキールを標的にしたものだった。 

 ＊レバノン通信社：イスラエル軍のF-35ジェット戦闘機はベイルート南部郊外のジャムース地区の住宅アパート

に２発のミサイルを撃ち込んだ。 

 ＊チャンネル１２：軍のベイルート南部郊外への集中的爆撃はヒズボラの高官を標的にしたものだった。 

９月２０日 ３：３０ｐｍ 

 ＊イスラエル・メディア：ネタニヤフは北部の状況のために米国訪問を１日遅らせた。 

 ＊アヴィグドール・リーベルマン：イスラエル北部の真珠と言われていた町メトゥラがヒズボラの砲撃で壊滅

した。 

 ＊イラク・ヒズボラ：我らの戦士アブ・ハイダル・カファジは、ダマスカスで安全保障問題助言者の任務を遂

行していたとき、イスラエルの攻撃で死亡した。 

 ＊チャンネル１２：イスラエルのイツハク・ヘルツォグ大統領は、イスラエルが望んでいるのは戦争でなく、

住民が自分たちの家へ戻ることだ、と言った。 

 ＊イスラエル・ハヨム：レバノンからのロケットでサフェド市付近で起きた火事を消火するために、当局は消

防飛行機を飛ばしている。 

 ＊パレスチナ・メディア：イスラエルの無人機がガザ回廊南部のアル・ザイトゥーン地区のアル・フリーヤ学

校付近で住民と住宅に銃弾を浴びせている。  

 ＊パレスチナ保健省：１０月７日以降の西岸地区の死者数は７１６人となり、そのうち子どもは１６０人、女

性は１０人、お年寄りは９人である。負傷者は５，７５０人である。 

９月２０日 ２：００ｐｍ 

 ＊チャンネル１２：ゴラン高原でロケットを撃墜した破片が落下し、自動車に当たって運転中のイスラエル人

が怪我をした。  

 ＊イスラエルメディア：過去数時間で約１３０発のロケットがわが国北部に向かって発射された。 

 ＊ヒズボラ：我らの戦士が「キラア」兵舎の中のミサイル・防空司令部をカチューシャロケットの一斉射撃で

攻撃した。 

 ＊ガザ市民防衛隊：我々は、ラファ北部のムスバーフ地区で、」イスラエル無人機で殺害された住民の遺体を回

収した。その無人機爆撃はイスラエル部隊のガザ攻撃の補強で、ガザ南部攻撃に抗して健在でいる村を標的した

ものである。 

 ＊ヒズボラ：我らの戦士が「ベイラ」兵舎の中の北部方面司令部のミサイル・防空の主要基地をカチューシャ

ロケットの一斉射撃で攻撃した。 

 ＊パレスチナ・メディア：イスラエル軍がラファ市北部のムスバーフ地区のモーターバイクを爆撃して、二人

のパレスチナ人が負傷した。 

 ＊イスラエル・メディア：上ガリラヤとゴラン高原に向けてロケットの一斉射撃があった。そのためにサフェ

ド市では電力供給網が破壊された。サフェド市内の火災に対し、さらなるミサイル攻撃を恐れて、消防隊は活動

できない。最新のロケット一斉射撃では９０発以上のロケットが飛来した。 

９月２０日 １：００ｐｍ 

 ＊アル・ジャジーラ（安全保障関係筋の話として）：イスラエル軍はレバノン国境の南側でヒズボラ戦士二人を

身柄拘束した。 

 ＊イスラエル軍ラジオ放送：ゴラン高原と上ガリラヤの住民たちは安全保護地帯を離れるなと指示された。 

 ＊CNN（イスラエル政府高官の言葉として）：ネタニヤフ首相の上級顧問が停戦と人質解放に関する新提案をバ

イデン政府に提出した。 



 ＊米大手総合情報サービス会社ブルームバーグ：イスラエルの対ヒズボラ作戦の戦術的目標は、ヒズボラ戦士

や関係者、ヒズボラのインフラストラクチャー、供給網を攻撃してヒズボラを活動できないようにすることであ

った。 

 ＊アル・ジャジーラ：イスラエル軍は南レバノンの町メイス・アル・ジャバリとクファル・キラを二回攻撃し

た。 

 ＊アル・カッサム旅団：我らの戦士はラファ市のアッタンヌール東部へ侵入したイスラエル占領軍と激しく戦

闘している。 

９月２０日 １１：３０am 

 ＊パレスチナ市民防衛隊：ガザ回廊北部のベイト・ハヌーンで民間人の自動車をイスラエル軍が砲撃して、パ

レスチナ人一人が死亡、他に数名が負傷した。 

 ＊カン：カナダ航空は今年末までイスラエル便を停止する。 

 ＊イスラエル・ハヨム：１９日明け方から今朝までに、レバノンからの砲撃で、上ガリラヤのメトゥラでほぼ

５０軒の家屋が破壊された。 

９月２０日 １１：００am 

 ＊パレスチナ・メディア：ガザ市東部のアッシャーフ通りへのイスラエル軍の爆撃でパレスチナ人一人が死亡

した。 

 ＊ヒズボラ：我らの戦士はメトゥラのイスラエル軍拠点を誘導ミサイルで攻撃し、直撃した。 

 ＊チャンネル１２：政府の司法長官は首相の弁護のために最高裁に出ることをしないとネタニヤフ首相に言っ

た。 

 ＊ブルガリア保安局：レバノンの爆弾テロで使用されたポケベルはブルガリアで輸入も輸出も製造されたこと

はない。 

 ＊マアリブ世論調査：イスラエル人の５２％がヨアブ・ガラント国防相の解任に反対している。 

 ＊ロシア外務省：イスラエル軍のレバノンへの大規模軍事行動は大きな結果を招くことになり、避けるべき

だ。 

９月２０日 １０：００am 

 ＊アル・マヤディーン：ガザ市南東部のザイトゥーン地区のカーシュコ通りにいた人々の集団をイスラエル軍

が砲撃して、怪我人が出たという報告がある。 

９月２０日 ０９：００am 

 ＊シリア・メディア：ダマスカス空港への道路を走っていた自動車をイスラエル機が爆撃して、一人が死亡、

一人が負傷した。 

９月２０日 ０８：００am 

 ＊パレスチナ・メディア：ヌセイラト難民キャンプ西部の民家へのイスラエルの爆撃で８人のパレスチナ人が

死亡、何人かが負傷した。 

 ＊アル・ジャジーラ：上ガリラヤの町メトゥラで、ロケット飛来を警告して、警戒警報が鳴っている。 

 ＊イスラエル・メディア：西岸地区のジェニン市で入植者のバスを狙った狙撃事件があった。 

９月２０日 ０７：００am 

 ＊ロイター通信（台湾経済相の言葉として）：レバノンで爆発したポケベルの部品は台湾で製造されたものでは

ない。 

９月２０日 ０５：００am 

 ＊米国務省：ブリンケン米国務長官はガザ戦争の停戦と人道支援の必要をフランスの外相と協議した。 

９月２０ ０４：００am 

 ＊トランプ：私が大統領になったら、ガザ回廊のような恐怖蔓延地域からの避難民が定住することを禁止す

る。 

９月２０ ０３：１５am 

 ＊パレスチナ・メディア：ガザ市の民家を標的にしたイスラエル軍の砲撃で２人のパレスチナ人が負傷した。 

 ＊ウォールストリート・ジャーナル（米政府高官の言葉として）：我々はバイデン大統領の任期が終わる前にハ

マスとイスラエルがガザ停戦で合意することはないと思っている。 


